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わ
が
国
の
仏
教
説
話
一
両
の
な
か
で
、

そ
の
芸
術
性
の
高
さ
の
故
に
、
独
自
な
位
置
を
し
め
る
善
財
童
子
歴
参
図

（
い
わ
ゆ
る
華
厳
五
十
五

所
絵
も
し
く
は
善
知
識
図
）
は
、

鎌
倉
時
代
以
降
に
東
大
寺
本
の
紙
本
者
色
華
厳
五
十
五
所
絵
巻
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

新
た
な
展
開
を

し
め
し
て
い
る
。
高
山
寺
明
恵
上
人
高
弁
（
一
一
七
三
｜
二
一
三
二
）
を
中
心
と
す
る
華
厳
教
学
の
復
興
と
、
そ
れ
に
と
も
な
う
宋
或
い

は
高
麗
の
歴
参
図
の
受
容
に
よ
る
。
受
容
の
諸
相
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
北
宋
の
場
傑
撰
『
大
方
広
仏
華
厳
経
入
法
界
品
讃
』
、
仏
国
禅

或
い
は
忠
上
人
撰
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
『
華
厳
入
法
界
品
善
財
参
間
変
相
経
』
な
ど
の
研
究
に
よ
っ
て
、

代
の
事
蹟
に
つ
い
て
は
比
較
的
あ
き
ら
か
で
あ
る
が
、
元
・
明
代
或
い
は
高
麗
・
李
朝
の
一
事
蹟
と
そ
の
受
容
に
つ
い
て
は
、
な
お
不
明
の

師
の
『
文
殊
指
南
図
讃
』
、

宋

点
が
す
く
な
く
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
視
点
を
変
え
て
い
え
ば
、
わ
が
国
の
歴
参
図
の
鎌
倉
時
代
以
降
の
展
開
と
い
う
の
も
、
実
は
北
宋
時
代
の
楊
傑
や
仏

国
禅
師
な
ど
の
華
厳
学
研
究
の
波
及
し
た
一
事
象
と
み
る
べ
き
も
の
で
、
高
麗
・
李
朝
へ
の
波
及
と
比
較
関
連
の
上
で
み
る
べ
き
も
の
で

〔註
2
）

一
九
五
九
年
「
東
大
寺
本
善
財
童
子
絵
巻
私
考
」
に
お
い
て
、
楊
傑
と
親
交
の
あ
っ
た
高

あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
す
で
に
梅
津
次
郎
は
、

広
福
護
国
禅
寺
蔵
善
財
童
子
歴
参
図
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広
福
護
国
禅
寺
蔵
普
財
童
子
歴
参
図

二
三
O

麗
僧
義
天
の
存
在
に
言
及
し
て
、
東
大
寺
本
の
紙
本
著
色
華
厳
五
十
五
所
絵
巻
に
高
麗
画
の
影
響
の
あ
り
う
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

さ
ら
に
熊
谷
宣
夫
は
、

〈註
3
V

及
し
て
い
る
。
香
象
大
師
は
華
厳
宗
の
祖
師
で
あ
り
、
善
財
童
子
歴
参
図
の
流
布
と
は
無
関
係
で
は
な
い
。

一
九
六
七
年
「
朝
鮮
仏
画
徴
」
に
お
い
て
、
東
大
寺
蔵
絹
本
着
色
香
象
大
師
像
は
高
麗
画
の
可
能
性
が
あ
る
と
言

つ
ま
り
、
鎌
倉
時
代
以
後
の

わ
が
国
の
善
財
童
子
歴
参
図
を
考
え
る
上
で
、
高
麗
お
よ
び
李
朝
の
事
蹟
は
無
視
さ
れ
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
う
し
た
高
麗
の
影
響
が
等
閑
視
怠
れ
て
き
た
の
は
、
前
述
の
『
大
方
広
仏
華
厳
経
入
法
界
品
讃
』
、
『
文
殊
指
南

図
讃
』
、
『
華
厳
入
法
界
品
善
財
参
問
変
相
経
』
の
よ
う
な
印
象
的
な
作
例
に
恵
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
乙
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
と
乙
ろ

カ3

一
九
七
二
年
三
月
、
佐
賀
県
武
雄
市
広
福
護
国
神
寺
に
お
い
て
、
李
朝
時
代
前
期
と
目
す
べ
き
、
善
財
童
子
図
に
め
ぐ
り
あ
う
幸
運

を
え
た
。

乙
れ
は
、
現
在
あ
き
ら
か
な
唯
一
の
善
財
童
子
醗
参
を
描
い
た
朝
鮮
絵
画
で
は
な
い
か
と
恩
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、

そ
の
作
品

の
紹
介
と
あ
わ
せ
て
、
高
麗
お
よ
び
李
朝
時
代
に
お
け
る
善
財
童
子
歴
参
図
の
問
題
を
考
え
る
乙
と
に
す
る
。

－
広
福
謹
園
禅
寺
本
警
財
童
子
歴
参
図
の
図
像
と
栴
恥
｝

絹
本
着
色
、
竪
一

O
五
・
八
、
横
五
九
・

O
糎
の
一
幅
一
鋪
の
掛
幅
装
で
、
絹
本
は
や
や
粗
く
、
卵
白
色
を
呈
し
て
い
る
。
寺
伝
で
は

（註
4
V

唐
画
と
称
し
、
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
の
箱
に
、
唐
画
と
称
す
る
李
朝
の
絹
本
墨
画
淡
彩
の
暢
柳
観
音
像
と
と
も
に
お
さ
め
て
い
る
。

画
図
は
、
土
壌
や
渓
流
を
利
用
し
て
巧
み
に
へ
だ
て
ら
れ
た
上
了
中
・
下
の
三
景
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
上
景
は
、
紫
雲
に
つ
つ

ま
れ
た
楼
門
の
辺
、
紫
雲
に
乗
り
、
頭
円
光
を
負
い
、
左
手
で
胸
前
に
火
焔
の
つ
い
た
輪
宝
を
持
つ
、
三
眼
の
比
正
形
を
中
心
に
、
頭
円

光
を
負
い
合
掌
し
て
立
つ
善
財
童
子
と
、
頭
円
光
を
負
い
左
肩
に
長
大
な
柄
の
つ
い
た
火
焔
宝
珠
を
荷
う
唐
服
の
賞
神
と
を
以
っ
て
構
成
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さ
れ
て
い
る
。
他
に
長
柄
の
つ
い
た
火
焔
宝
珠
を
も
っ
唐
服
の
貴
神
と
、
大
団
扇
を
も
つ
も
の
を
含
め
四
人
の
従
者
と
を
描
い
て
い
る
。

三
眼
の
比
正
を
描
く
と
い
う
、
特
徴
あ
る
図
像
に
よ
り
、
善
財
童
子
の
第
十
二
詣
、
三
眼
国
の
善
見
比
丘
に
接
す
る
善
財
童
子
の
描
写
で

あ
る
こ
と
が
推
察
で
き
る
。
す
な
わ
ち
『
八
十
華
厳
経
』
（
唐
・
実
叉
難
陀
訳
『
大
方
広
梯
華
厳
経
』
八
十
巻
、
以
下
八
十
華
厳
と
略
称
す
る
）
「
入

法
界
品
」
六
に
説
く
、
三
目
固
に
至
り
、
林
中
に
美
貌
端
正
の
善
見
比
丘
に
閲
し
、

（註
5
〉

そ
の
叙
景
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

一
切
十
万
世
界
が
皆
悉
く
現
前
す
る
こ
と
を
聞
く
、

中
景
は
、
火
焔
に
つ
つ
ま
れ
た
岩
に
半
蜘
し
、
頭
上
に
化
仏
の
坐
す
紫
雲
を
発
し
、
円
光
を
負
い
、
右
手
に
火
焔
を
吐
く
瓢
形
の
も
の

を
持
つ
波
羅
門
と
、
そ
れ
に
相
対
し
て
立
ち
合
掌
し
て
礼
拝
す
る
善
財
童
子
を
中
心
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
こ
と
な
る
服
装
と
姿
と
を
も
っ
て
合

掌
す
る
三
人
、
波
羅
門
の
背
後
に
控
え
て
火
焔
を
発
す
る
宝
瓶
を
も
っ
侍
者
、
上
半
身
裸
体
で
右
手
を
か
ざ
し
戟
を
も
っ
者
の
五
人
を
配

し
て
い
る
。
上
景
と
は
渓
流
を
も
っ
て
、
下
景
と
は
紫
雲
と
岩
と
国
一
崎
と
を
も
っ
て
へ
だ
て
ら
れ
て
い
る
。
と
乙
ろ
で
、
本
景
の
重
要
な

モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
い
る
の
は
火
焔
で
あ
る
。
乙
の
乙
と
か
ら
、
本
景
は
善
財
童
子
の
第
十
詣
、
伊
沙
那
豪
落
の
勝
熱
波
羅
門
に
参
詣
し

た
状
を
描
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
『
八
十
華
厳
経
』

（註
6

）

れ
る
。
し
か
し
、
続
い
て
「
入
法
界
品
」
に
説
く
、
中
に
刀
山
あ
り
て
高
峻
に
し
て
極
り
無
く
、
或
は
善
財
章
子
が
此
の
万
山
に
上
り
て

「
入
法
界
品
」
六
に
い
う
四
百
火
豪
の
景
を
描
い
た
も
の
と
考
え
ら

火
緊
に
投
身
す
る
姿
は
、
本
景
で
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
投
身
を
描
く
も
の
は
、
た
と
え
ば
東
大
寺
本
の
額
装
華
厳
五
十
五
所
絵
に
み
ら

れ
る
が
、
投
身
を
描
か
ず
と
も
、
万
山
の
表
現
は
『
文
殊
指
南
図
讃
』
、
『
華
厳
入
法
界
品
善
財
参
問
変
相
経
』
な
ど
の
善
財
童
子
歴
参
図

の
諸
本
に
共
通
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
本
景
に
万
山
の
表
現
が
な
い
の
に
は
、

い
さ
さ
か
疑
点
を
残
す
が
、
本
景
を
ふ
く
め
た
本
図
の
錠

述
的
表
現
の
簡
略
性
と
い
う
特
徴
を
み
る
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。
下
景
に
お
い
て
、

そ
の
特
徴
は
、
画
図
の
解
釈
を
や
や
難
し
く
し
て
い

広
福
護
国
禅
寺
蔵
蓄
財
童
子
歴
参
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色、

四

る

〈姉
凶

l
』

下
景
は
、

宮
殿
内
に
侍
坐
し、

華
麗
な
朝
服
を
ま
と
い
、

円
光
を
負
い
合
掌
し
、
頭
上
に
化
仏
の
坐
す
紫
雲
を
発
す
女
性

と
、
如
意
、
珊
瑚
、
香
合
を
そ
れ
ぞ
れ
に
持
ち
侍
立
す
る
侍
女

善財童子歴参図部分

二
人
と
に
対
し
、
庭
上
に
合
掌
し
て
立
つ
蓄
財
童
子
と
、
そ
の

背
後
に
合
掌
お
よ
び
団
扇
、
燈
明
を
持
つ
三
侍
女
と
を
描
い
て

い
る
。
本
図
の
特
徴
は
、
宮
殿
と
多
数
の
女
性
を
描
く
点
に
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
善
財
童
子
歴
参
図
五
四
景
中
、
女
性
の

広福護国禅寺

善
知
識
は
す
く
な
く
な
く
、
慈
行
童
女
、師
子
頻
申
比
圧
尼
、婆

須
蜜
多
女
、
釈
種
女
程
波
、
仏
母
摩
耶
夫
人
、
天
主
光
女
な
ど

は
名
称
に
よ
っ
て
も
、
あ
き
ら
か
に
女
性
と
判
断
で
き
る
善
知

図
識
で
あ
る
。
下
景
の
場
合
は
、
し
た
が
っ
て
若
干
の
図
像
学
的

4
申

検
討
が
必
要
と
な
る
。
結
論
か
ら
い
う
と
、
本
景
は
第
十
一
詣

（
柿
図

2
）

慈
行
童
女
の
景
と
思
わ
れ
る
。
『
文
殊
指
南
図
讃
』
、「
華
厳
入
法

（
姉
図
3
）

界
品
善
財
参
問
変
相
経
』
、
東
大
寺
の
華
厳
五
十
五
所
絵
巻
、
東

大
寺
の
絹
本
着
色
華
厳
海
会
善
知
識
豊
茶
羅
図
（
明
本
）
の
諸
図



は
、
慈
行
童
女
を
描
く
に
あ
た
っ
て
は
本
景
と
同
様
に
、
宮
殿
と
多
数
の
女
性
を
描
く
点
で
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
八
十
華
厳
』

「
入
法
界
品
」
に
説
く
と
こ
ろ
の
、
師
子
夜
間
迅
城
に
五
百
童
女
を
侍
従
と
し
て
此
庫
遮
那
蔵
殿
に
住
す
慈
行
童
女
の
項
と
対
応
も
し
て
い

（註
7

）

る
。
さ
ら
に
ま
た
、
既
に
第
十
詣
勝
熱
波
羅
門
と
第
十
一一
詣
善
見
比
丘
と
を
描
い
て
い
る
本
図
に
、
第
十
一
詣
慈
行
童
女
の
景
が
存
す
る

広
福
護
国
禅
寺
蔵
善
財
童
子
歴
参
図

こ
と
も
理
に
適
っ
て
い
る
。
本
景
は
慈
行
童
女
参
詣
を
描
い
た

と
も
の
と
み
て
、
大
過
な
い
と
思
う
。

さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
、
本
図
は
上
景
か
ら
、
『
八
十
華
厳
』

の
名
称
に
よ
る
と
、
普
財
章
子
陸
参
中
の
第
十
二
善
見
比
丘
、

第
十
勝
熱
波
羅
門
、
第
十

一
慈
行
童
女
の
三
参
を

一一
帽
に
描
い

た
も
の
で
あ
る
乙
と
が
推
定
当
れ
た
。

名
称
は
六
十
華
厳
経

（東
晋

・
俳
陀
政
陀
羅
訳
「
大
方
広
例
華
厳
経
』
六
十
巻
・
以
下
六
十
華

厳
と
称
す
）
に
よ
る
と
、
救
度
国
の
善
現
比
丘
、
進
求
国
の
方
便

（註
B

）

命
婆
綿
門
、
師
子
奮
迅
城
の
弥
多
羅
女
に
あ
た
る
。
歴
参
の
向

容
は
、
勿
論
、
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
善
財
童
子
歴
参

図
に
お
い
て

一一
帽
中
に
三
景
を
お
さ
め
る
構
成
を
と
る
も
の

挿図 3

は
、
紹
介
さ
れ
た
現
存
作
例
を
み
る
限
り
で
、
他
に
な
い
。
す

な
わ
ち
、東
大
寺
の
額
装
本
華
厳
五
十
五
所
絵
は
二
面
に

一
景

五
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を
描
く
。
東
大
寺
の
絵
巻
本
は
、
楊
傑
撰
の
画
讃
に
一
景
づ
つ
を
配
し
、
原
家
本
の
絵
巻
も
ま
た
同
じ
で
あ
る
。
東
大
寺
、
久
米
田
寺
、

園
城
寺
法
明
院
の
華
厳
海
会
善
知
識
憂
茶
羅
図
の
諸
本
は
歴
参
五
十
四
景
を
一
幅
の
霊
茶
羅
に
構
成
し
て
い
る
。

『
文
殊
指
南
図
讃
』
、

『
華
厳
入
法
界
品
普
財
参
問
変
相
経
』
は
、
画
讃
に
一
景
づ
つ
を
配
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
景
を
一
幅
に
お
さ
め
る
本
図
の
構
成
上
の
特
色
か
ら
推
す
と
、
現
在
わ
ず
か
に
一
幅
の
み
を
の
こ
す
乙
の
善
財
童
子
歴
参
図
は
、
も

と
は
少
く
と
も
十
八
帽
を
も
っ
て
全
体
を
構
想
し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
東
大
寺
の
額
装
本
が
少
く
と
も
五
十
四
幅
（
あ
る
い
は
偵
）
を

も
っ
て
構
想
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
、
上
述
の
華
厳
海
会
善
知
識
憂
奈
羅
図
の
諸
本
が
一
幅
を
も
っ
て
構
想
さ
れ
て
い
る
の
と
比
較
し
て
、

本
図
の
構
成
と
構
想
の
独
自
さ
が
わ
か
る
。

つ
ぎ
に
、
本
図
の
図
像
学
上
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、
上
述
の
本
図
の
図
像
学
的
検
討
に
よ
っ
て
も
推
察
さ
れ
る
よ
う
に
、

こ
れ
も
独
自

の
内
容
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
善
財
童
子
歴
参
の
図
像
は
、
第
一
に
唐
代
も
し
く
は
日
本
上
代
の
伝
統
を
継
承
す
る
と
想
像
さ
れ
る
東
大

寺
の
額
説
明

v

第
こ
に
は
震
の
『
大
方
広
仏
華
厳
経
入
法
界
品
讃
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
東
大
寺
お
よ
び
原
家
の
絵
為
第
三
に

宋
本
な
ど
の
影
響
が
想
定
さ
れ
る
東
大
寺
の
旧
性
海
寺
施
入
の
華
厳
海
会
善
知
識
憂
奈
羅
図
お
よ
び
そ
の
模
本
で
あ
る
圏
城
寺
法
明
院

内

政

江

》

（

註

辺

｝

本
、
第
四
に
『
文
殊
指
南
図
讃
』
お
よ
び
そ
れ
を
憂
茶
羅
に
構
成
し
た
久
米
田
寺
の
華
厳
海
会
善
知
識
霊
奈
羅
図
、
第
五
に
宋
本
の
「
華

（

註

臼

）

（

註

お

）

厳
入
法
界
品
善
財
参
問
変
相
経
』
、
第
六
に
東
大
寺
の
翠
厳
海
会
量
奈
羅
図
（
明
本
）
の
六
種
が
、
現
在
そ
の
図
像
内
容
に
つ
い
て
知
り
う

（
註
路
）

る
、
図
像
学
的
系
譜
で
あ
る
。
こ
の
他
、
松
本
栄
一
に
よ
れ
ば
、
敦
憧
一
一
八

F
窟
の
左
右
両
翼
に
善
財
童
子
歴
参
図
が
あ
り
、
同
じ
く
一

（
註
げ
）

三
八
窟
左
右
両
翼
も
ま
た
歴
参
図
と
想
定
さ
れ
る
画
図
を
も
っ
と
い
う
。
さ
ら
に
京
都
国
立
博
物
館
の
守
屋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
紺
紙
金
泥

《住

mv

華
厳
経
見
返
絵
に
も
歴
参
図
を
描
い
て
い
る
。
ま
た
東
大
寺
の
明
版
の
大
方
広
仏
華
厳
経
華
厳
海
会
仏
菩
薩
図
に
も
部
分
的
に
善
財
童
子



歴
参
の
景
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

乙
れ
等
三
種
は
、
未
だ
全
容
が
未
紹
介
で
あ
っ
た
り
、
歴
参
を
主
題
と
し
て
い
な
い
も
の
で

あ
っ
た
り
し
て
、

い
ま
図
像
上
の
一
種
と
し
て
あ
げ
る
の
に
は
適
当
で
は
な
い
。

乙
と
に
広
福
護
国
禅
寺
の
本
図
の
勝
熱
波
羅
門
、
慈
行

童
女
、
善
見
比
丘
の
図
像
と
比
較
対
照
す
べ
き
図
容
が
不
明
で
あ
っ
た
り
、
欠
如
し
て
い
た
り
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
述
の
六
種
の
図

像
の
い
ず
れ
と
も
乙
と
な
る
本
図
は
、

い
ま
は
第
七
の
、
独
自
の
図
像
の
系
譜
を
な
す
も
の
と
称
し
て
さ
し
っ
か
え
な
い
。
そ
れ
は
い
づ

乙
よ
り
来
た
も
の
で
あ
る
の
か
。

つ
ぎ
に
、
そ
の
技
法
と
両
風
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

2 

広
福
謹
国
禅
寺
本
の
画
風
と
伝
来

本
図
は
、
卵
白
色
を
呈
す
る
や
や
粗
目
の
画
絹
に
、
下
地
塗
を
ほ
ど
乙
き
ず
、
墨
描
線
を
主
体
と
し
た
淡
彩
に
ち
か
い
彩
色
を
ほ
ど
乙

し
て
い
る
。

い
ま
、
上
景
の
善
見
比
正
の
景
の
描
写
に
つ
い
て
み
て
み
る
乙
と
に
す
る
。
松
樹
は
、
樹
幹
を
墨
描
線
で
輪
郭
ψ

そ
っ
く
り
、
淡
墨
で
そ

の
墨
描
に
そ
っ
て
太
い
般
を
い
れ
、
淡
彩
を
ほ
ど
乙
す
。
樹
枝
は
墨
描
線
に
淡
彩
を
ほ
ど
乙
し
、
松
葉
は
、
花
蕊
に
む
け
て
先
細
に
な
る
太

い
塁
線
で
、

一
葉
づ
つ
の
葉
を
描
き
、
淡
く
緑
青
を
塗
る
。
か
ず
ら
の
葉
は
、
機
械
的
に
一
葉
づ
つ
の
葉
を
墨
線
で
く
く
り
、
う
す
く
黄

土
ノ
具
を
塗
る
。

松
樹
の
デ
ッ
サ
ン
は
必
ず
し
も
正
確
で
は
な
く
て
、

枝
と
枝
と
の
関
連
、

岩
と
樹
根
の
関
係
も
あ
き
ら
か
で
は
な
い

が
、
老
樹
の
気
分
は
表
出
お
れ
て
い
る
。
岩
と
土
披
は
、
う
す
い
く
ま
を
ほ
ど
乙
し
、
太
い
点
披
を
も
ち
い
て
い
る
。

一
方
、
楼
閣
に
つ

い
て
は
、
太
細
の
な
い
描
線
で
輪
郭
と
細
部
を
表
現
し
、
屋
根
は
緑
青
を
濃
淡
に
塗
分
け
、
軒
端
を
朱
緩
で
描
き
、
勾
欄
は
具
墨
を
濃
淡

に
塗
分
け
、
格
子
の
窓
を
淡
朱
で
彩
り
、
門
壁
は
黄
土
で
塗
り
白
線
の
く
く
り
を
い
れ
て
い
る
。
鴎
尾
に
立
つ
黄
旗
は
、

や
や
肥
痩
を
も
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八

つ
墨
線
に
そ
っ
て
濃
淡
を
つ
け
、
旗
の
内
縁
に
六
青
を
も
ち
い
る
、
梓
は
掲
色
、
尖
端
を
朱
彩
し
て
い
る
。
楼
閣
を
つ
つ
む
雲
気
は
、
黄

土
を
も
ち
い
墨
線
に
そ
っ
て
濃
淡
を
つ
け
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
善
財
童
子
は
金
泥
で
こ
ま
か
く
文
様
を
描
い
た
朱
衣
を
着
し
、
緑
車
問
の
条
南
を
ひ
き
づ
り
、
墨
描
し
た
輪
光
に
朱
線

を
描
き
重
ね
、
頭
は
緑
青
の
髪
を
、
両
端
に
二
条
の
白
線
を
い
れ
た
朱
紐
で
く
く
り
、
剃
髪
部
は
淡
く
群
青
の
軍
を
い
れ
る
。
肉
身
部
に

淡
い
朱
震
を
ほ
ど
乙
し
て
い
る
。

相
対
す
る
三
眼
の
善
見
比
正
に
つ
い
て
は
、

肉
身
部
や
頭
光
に
つ
い
て
は
同
様
の
措
法
が
み
ら
れ
る

が
、
袈
裟
は
禄
青
、
朱
、
群
青
で
塗
分
け
、
内
衣
と
揺
に
白
線
の
く
く
り
を
も
ち
い
、
沓
を
群
青
を
塗
る
が
、

乙
と
に
乗
雲
の
描
写
に
特

徴
が
あ
る
。
雲
を
墨
描
し
、
そ
れ
に
や
や
紫
が
か
っ
た
朱
軍
を
ほ
ど
ζ

し
て
い
る
が
、

そ
の
紫
が
か
っ
た
朱
彩
が
、
文
字
通
り
、
異
色
で

あ
る
。
そ
の
ほ
か
の
人
物
像
で
は
、
頭
光
を
負
う
賞
神
の
、
黄
土
ノ
具
を
も
ち
い
た
衣
に
朱
線
の
く
く
り
を
も
ち
い
る
点
、
善
財
童
子
の

背
後
の
貴
神
の
衣
に
、
前
述
の
紫
が
か
っ
た
朱
彩
を
も
ち
い
る
の
が
自
に
つ
く
乙
と
で
あ
る
。

中
景
と
下
景
の
措
法
も
、
す
べ
て
上
景
に
み
ら
れ
る
も
の
と
同
様
で
あ
る
が
、
中
・
下
景
の
み
に
み
ら
れ
る
描
法
も
二
・
三
あ
る
。
そ

の
一
つ
は
水
流
の
表
現
で
、
水
文
は
墨
の
描
棋
に
白
線
の
く
く
り
を
も
ら
い
る
の
み
で
あ
り
、
水
流
は
無
彩
色
、
墨
彩
の
土
披
と
岩
の
間

を
流
れ
て
い
る
。
細
部
の
デ
ッ
サ
ン
は
正
確
で
は
な
い
。
そ
の
こ
は
、
勝
熱
波
羅
門
と
侍
者
で
、

い
づ
れ
も
髪
は
縮
れ
、
裸
身
は
例
の
紫

が
か
っ
た
朱
彩
を
も
ち
い
、
衣
の
細
部
に
金
泥
の
こ
ま
か
い
文
様
を
ほ
ど
と
す
点
が
自
に
つ
く
。
火
焔
は
墨
線
で
輪
郭
を
つ
く
り
、

そ
れ

に
そ
っ
て
朱
彩
を
ほ
ど
乙
す
の
み
で
あ
る
。
雲
中
の
佑
仏
は
、
雲
気
を
輪
郭
の
墨
描
線
に
そ
っ
て
淡
い
朱
軍
を
ほ
ど
乙
し
、
佑
仏
は
金
泥

で
乙
ま
か
な
文
様
を
描
い
た
朱
衣
で
、
緑
青
の
袈
裟
を
着
け
、
頭
円
光
に
う
す
く
緑
青
を
塗
っ
て
い
る
。
そ
の
三
は
、
慈
行
童
女
の
衣
の

群
青
を
平
塗
に
し
た
縁
に
、
朱
線
と
緑
青
を
も
ち
い
て
円
花
文
を
描
い
て
い
る
乙
と
、
侍
女
た
ち
の
頭
髪
は
、
中
央
を
彫
塗
に
し
て
い
る



乙
と
、
衣
摺
線
に
肥
痩
を
つ
け
や
や
筆
意
を
み
せ
る
乙
と
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。

総
じ
て
そ
の
描
法
を
み
る
と
、
肥
痩
の
な
い
細
目
の
墨
描
線
に
、
う
す
く
顔
料
を
平
塗
に
し
て
い
る
が
、
岩
・
樹
葉
・
衣
摺
の
場
合
は
肥

痩
を
も
た
せ
、
処
々
に
軍
染
も
ほ
ど
こ
す
。
細
部
の
表
現
は
細
織
と
は
い
い
難
く
、
デ
ッ
サ
ン
も
必
ず
し
も
正
確
で
は
な
い
が
、
組
雑
に

描
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
形
態
を
簡
略
化
し
て
い
る
の
で
も
な
い
。
し
か
し
、
描
法
は
精
彩
を
欠
き
、
形
式
化
し
て
い
て
、
職
業
的

画
工
の
制
作
の
臭
味
が
感
じ
ら
れ
る
。

彩
色
の
細
部
に
、

居
室
温
を
ほ
ど
乙
し
、

こ
と
に
黄
色
、

白
色
の
彩
色
部
に
白
線
の
く
く
り
を
い

れ
、
朱
地
に
ほ
そ
い
金
泥
で
文
様
を
描
く
技
法
が
多
用
さ
れ
て
い
る
が
、

い
づ
れ
も
画
工
の
職
業
的
技
法
の
平
板
さ
が
み
ら
れ
る
。
ま
た

画
中
で
、
情
景
の
転
換
の
た
め
に
活
用
主
れ
て
い
る
、
院
体
水
墨
画
の
描
法
に
し
た
が
っ
た
樹
石
の
表
現
も
生
気
に
乏
し
く
、
描
法
が
形

式
的
に
踏
襲
さ
れ
い
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
形
式
佑
さ
れ
た
描
法
が
め
に
つ
く
が
、
全
体
と
し
て
明
確
な
安
定
し
た
画

境
を
つ
く
り
出
し
て
い
て
、
本
図
の
画
工
は
、
伝
統
あ
る
画
房
に
所
属
す
る
乙
と
が
推
察
さ
れ
る
。

画
風
は
、

上
述
の
措
法
か
ら
容
易
に
想
像
さ
れ
る
よ
う
に
、

わ
が
国
の
藤
原
時
代
の
和
様
仏
画
の
系
流
と
は
あ
き
ら
か
に
こ
と
な
る

し
、
鎌
倉
時
代
以
後
の
詫
摩
派
系
の
淡
彩
風
の
仏
画
と
も
、
描
線
の
性
質
や
形
態
、

乙
と
に
顔
貌
の
描
出
に
お
い
て
こ
と
な
る
。
し
ぱ
し

ば
指
摘
し
た
紫
が
か
っ
た
朱
彩
は
、
わ
が
国
の
仏
画
に
は
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一
方
、
中
国
の
仏
画
と
比
較
す
る
と
、
描
写
の
精
鍛

と
精
彩
の
点
で
一
噂
を
輸
す
も
の
と
い
え
る
。
樹
石
の
表
現
に
そ
の
こ
と
が
顕
著
で
あ
る
。
中
国
仏
画
の
影
響
は
あ
る
が
、
む
し
ろ
朝
鮮

の
仏
画
と
類
似
す
る
点
が
お
お
い
。
前
述
の
紫
が
か
っ
た
朱
彩
、
膚
一
一
気
に
み
る
曲
線
の
多
用
、
構
図
の
緊
密
性
の
欠
如
、
細
部
の
文
様
へ

の
執
着
な
ど
、
朝
鮮
仏
画
の
特
位
を
し
め
し
て
い
る
。
制
作
年
代
を
比
定
す
べ
き
類
例
を
欠
く
が
、
李
朝
の
嘉
靖
年
間
（
一
五
二
ニ
｜
六

六
）
頃
に
は
降
ら
ぬ
、
李
朝
時
代
前
期
の
制
作
と
想
像
さ
れ
る
。
高
麗
仏
画
の
華
美
な
、
曲
線
の
愛
好
、
せ
ん
細
な
趣
味
と
は
別
趣
で
あ

広
福
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り
、
李
朝
中
期
以
後
の
形
式
的
硬
化
に
は
お
ち
い
っ
て
い
な
い
。
な
お
、
本
図
と
画
風
に
お
い
て
き
わ
め
て
類
似
し
て
い
る
作
品
と
し
て

《図
2
〉
（
位
四
》

は
、
壱
岐
安
国
寺
蔵
の
絹
本
着
色
五
百
羅
漢
図
が
あ
る
。
本
図
と
同
様
、
十
余
幅
中
の
一
幅
が
伝
在
す
る
も
の
と
推
量
さ
れ
る
が
、
淡
彩

風
の
や
や
硬
い
墨
線
を
主
体
と
す
る
画
風
は
酷
似
し
て
い
て
、
同
一
画
房
の
制
作
と
み
て
も
誤
り
な
く
、
李
朝
前
期
の
仏
画
制
作
の
一
端

を
示
唆
し
て
い
て
興
味
ぷ
か
い
。

さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
、
描
法
と
画
風
よ
り
推
し
て
、
本
図
を
李
朝
前
期
の
朝
鮮
仏
画
と
想
定
し
た
が
、
そ
の
乙
と
に
関
連
レ
て
、
伝

来
の
事
情
に
つ
い
て
も
、
若
干
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

本
図
を
所
蔵
す
る
武
雄
市
の
広
福
護
国
禅
寺
は
、
肥
前
の
臨
済
宗
の
名
刺
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
乙
と
に
鎌
倉
時
代
末
期
の
木
造
四
天
王

像
（
重
要
文
化
財
）
を
所
載
す
る
乙
と
で
著
名
で
あ
る
。
北
部
九
州
の
有
力
な
臨
済
宗
寺
院
の
例
に
も
れ
ず
、
聖
一
国
師
円
繭
弁
円
（
一
一
一

O
二
｜
一
二
八

O
）
を
開
山
と
伝
え
、
著
名
な
大
光
寺
・
円
通
寺
・
万
寿
寺
・
高
城
寺
と
と
も
に
肥
前
の
五
山
を
な
し
て
い
る
。
本
寺
と

朝
鮮
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
詳
ら
か
に
し
な
い
。
わ
ず
か
に
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
西
欽
書
の
「
仏
浬
製
図
来
由
略
記
」
が
あ
っ
て
、

（
註
初
】

文
禄
役
後
、
役
に
従
軍
し
た
杵
島
家
信
寄
進
の
浬
襲
図
の
由
来
を
語
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
た
だ
し
そ
の
浬
製
図
そ
の
も
の
は
、
家
信

寄
進
の
墨
書
銘
を
も
っ
、
室
町
時
代
末
期
わ
が
国
の
絵
仏
師
の
平
凡
な
大
幅
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
寺
に
は
本
図
の
ほ
か
に
、
絹
本
着
色
の
阿
弥
陀
八
大
菩
薩
図
、
絹
本
着
色
釈
迦
三
尊
及
四
天
王
図
、
絹
本
淡
彩
楊
柳
観
音

【
桂
信
》

図
の
三
幅
の
朝
鮮
仏
画
が
伝
存
し
て
い
る
。
こ
と
に
阿
弥
陀
八
大
菩
薩
図
は
、
延
枯
七
年
（
一
三
ニ

O
）
の
奈
良
松
尾
寺
の
阿
弥
陀
八
大

菩
薩
図
と
画
風
が
酷
似
し
た
高
麗
時
代
の
絵
画
で
あ
る
。
画
題
か
ら
み
て
禅
院
と
は
関
係
の
な
い
そ
の
画
が
伝
容
す
る
乙
と
は
、
異
と
し

て
よ
い
。
善
財
童
子
歴
参
図
は
、
そ
れ
ら
の
仏
画
と
と
も
に
本
寺
に
伝
来
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
正
確
な
事
情
に
つ
い
て
は
、

し、



ま
は
不
明
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

3

高
置
お
よ
び
李
朝
に
お
け
る
普
財
童
子
歴
参
図
の
制
作

善
財
童
子
歴
参
図
は
、
す
で
に
し
ば
し
ば
論
及
し
た
よ
う
に
、
華
厳
経
「
入
法
界
品
」
の
所
説
に
よ
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
制
作
が
華

厳
教
学
の
消
長
に
関
係
す
る
乙
と
は
自
明
の
理
で
あ
る
。
朝
鮮
は
、
す
で
に
統
一
新
羅
時
代
に
華
厳
教
学
の
流
布
が
あ
っ
た
乙
と
は
、
わ

が
国
で
も
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
て
、
鎌
禽
時
代
初
期
に
制
作
さ
れ
た
高
山
寺
の
紙
本
著
色
華
厳
縁
起
絵
巻
（
義
湘
元
暁
絵
）
の
よ
う
な
縁

起
絵
も
描
か
れ
て
い
る
。
議
湘
（
六
二
八
｜
七

O
二
）
や
元
暁
（
六
一
七
｜
六
八
六
）
の
時
に
、
善
財
童
子
歴
参
図
が
描
か
れ
て
い
た
か

否
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
高
麗
時
代
に
大
覚
国
師
義
夫
（
一

O
五
五

l
一一

O
一
〉
の
時
に
は
、
そ
う
し
た
伝
統
も
継
承
し
て
、
義

天
の
渡
宋
を
契
機
に
し
て
、
華
厳
教
学
は
国
学
と
し
て
隆
盛
に
お
も
む
い
た
。
乙
の
高
麗
時
代
の
華
厳
教
学
の
隆
盛
は
、
当
然
わ
が
国
に

も
波
及
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
開
板
後
聞
も
な
い
保
安
元
年
（
一
一
一
一

O
）
頃
に
、
太
宰
府
を
経
由
し
て
、
高
麗
版
『
華
厳
経
随
疏
演

《縫

mv

議
紗
』
四
十
巻
（
重
要
文
化
財
）
が
将
来
さ
れ
、
・
東
大
寺
に
現
存
し
て
い
る
。
事
実
、
義
天
の
在
世
時
に
も
、
わ
が
国
の
仏
教
と
関
係
の
あ

っ
た
乙
と
は
『
大
覚
国
師
文
集
』
巻
一
四
、

「
寄
日
本
国
諸
法
師
求
集
教
蔵
疏
」
の
存
在
に
よ
っ
て
察
知
で
き
る
。
前
述
の
、
明
恵
の
発

願
に
か
か
わ
る
高
山
寺
の
紙
本
著
色
華
厳
縁
起
絵
巻
の
制
作
も
ま
た
、
そ
う
し
た
議
天
の
時
代
の
華
厳
教
学
の
隆
盛
な
し
に
は
語
り
え
な

い
で
あ
ろ
う
。

乙
の
義
天
が
、
華
厳
教
学
と
善
財
童
子
歴
参
図
と
に
お
い
て
は
た
し
た
役
割
と
意
義
に
つ
い
て
は
、

一
九
五
九
年
の
梅
津
次
郎
の
繋

に
詳
し
い
が
、
『
大
覚
国
師
文
集
』
ニ

O
巻
、
『
大
覚
国
師
外
集
』

一
三
巻
に
よ
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
、
そ
の
事
蹟
の
大
要
を
み
て
み
る
乙

広
福
護
国
禅
寺
蔵
善
財
童
子
歴
参
図

ニ
四



広
福
護
国
禅
寺
蔵
善
財
童
子
歴
参
図

二
回
二

【
笹
川
町
】

と
に
す
る
。
義
夫
の
生
涯
に
つ
い
て
は
『
外
集
』
巻
一
ニ
そ
の
他
に
詳
し
い
。
高
麗
文
宗
の
第
四
子
、
母
は
李
氏
、
乙
未
（
一

O
五
五
）

秋
九
月
生
誕
、
乙
巴
（
一

O
六
五
）
、
年
十
一
才
に
し
て
受
戒
、

宋
元
豊
八
年
（
一

O
八
五
）
五
月
入
宋
、
七
月
京
師
に
入
り
、
華
厳
学

を
覚
厳
寺
の
有
誠
法
師
に
学
び
、

つ
い
で
主
客
員
外
郎
楊
傑
の
送
伴
に
よ
り
京
師
を
出
で
、
仏
印
了
元
に
参
見
し
、
余
杭
大
中
禅
符
寺
の

滞
源
に
学
び
、
浄
源
に
従
い
南
山
慧
因
院
に
赴
き
、

乙
乙
で
賢
首
の
教
蔵
な
ら
び
に
祖
師
像
怠
ど
に
接
し
た
。
天
祐
元
年
（
一

O
八
六
）

後
二
月
帰
朝
。
一
の
ち
海
印
寺
に
退
居
、
辛
巳
年
（
一
一

O
一
）
冬
十
月
逝
去
。
四
十
七
才
、
法
臓
三
十
六
で
あ
っ
た
。
識
し
て
大
覚
国
師

と
称
し
た
。

さ
て
、

こ
の
義
天
の
入
宋
に
さ
い
し
て
、
得
た
も
の
は
も
と
よ
り
少
な
い
も
の
で
は
な
い
。
乙
と
に
、
静
源
へ
の
師
事
に
よ
っ
て
、
賢

首
国
師
法
蔵
（
わ
が
国
の
い
わ
ゆ
る
香
象
大
師
、
六
四
三
｜
七
一
ニ
）
の
学
流
に
接
し
て
得
た
も
の
は
勿
論
大
き
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い

が
、
送
件
役
の
楊
傑
と
の
交
友
に
よ
っ
て
示
唆
さ
れ
る
内
容
は
き
わ
め
て
興
味
ぷ
か
い
。
暢
傑
は
、
本
稿
の
最
初
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
東

大
寺
の
紙
本
著
色
華
厳
五
十
五
所
絵
巻
に
も
ひ
か
れ
て
い
る
画
讃
『
大
方
広
仏
華
厳
経
入
法
界
品
讃
』
の
撰
者
で
あ
り
、

し
か
も
そ
の
讃

は
義
天
編
司
円
宗
分
類
』
巻
こ
こ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
善
財
童
子
歴
参
図
に
関
し
て
、
楊
傑
の
名
は
無
視
で
き

際
の
あ
と
は
、

な
い
。
楊
傑
と
義
一
天
と
は
、
前
述
の
よ
う
に
義
天
の
入
宋
に
際
し
て
、
楊
傑
が
送
伴
役
と
し
て
接
触
し
た
こ
と
に
よ
る
の
だ
が
、

巻
七
「
謝
差
送
伴
表
」
、

そ
の
ホ
〈

『
大
覚
国
師
文
集
』
巻
六
「
謝
差
送
伴
表
」
、

さ
ら
に
『
大
覚
国
師
外
集
』
巻
七
「
大
宋
沙
門

法
隣
書
」
、
巻
九
の
朝
散
郎
尚
書
主
客
員
外
郎
楊
傑
述
「
大
宋
謹
因
院
浮
源
法
師
真
讃
」
、
巻
十
一
一
樹
傑
の
「
謹
和
古
調
詩
二
百
言
酬
贈
高

麗
祐
世
僧
統
伏
惟
釆
覧
」
の
詩
、
同
巻
楊
傑
の
「
龍
山
泥
海
観
音
詩
井
序
」
に
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
こ
と
に
『
外
集
』
巻
十
一
の
古
調
に

和
す
る
の
酬
に
お
い
て
、

「
善
財
遊
百
城
、

頃
刻
億
万
里
」
と
、
義
天
の
西
遊
を
善
財
童
子
の
歴
参
に
警
え
て
い
る
の
は
、
ま
こ
と
に
意



味
深
い
乙
と
で
あ
る
。
乙
の
よ
う
な
楊
傑
と
の
交
友
を
中
心
に
し
て
、
変
流
の
環
は
さ
ら
に
広
範
囲
に
及
ん
で
い
る
。

た
と
え
ば
、
『
外

集
』
巻
一
十
二
一
「
送
楊
傑
詩
」
は
、

蘇
輯
（
一

O
三
六
｜
一
一

O
一
）
の
作
で
あ
り
、
序
に
「
今
乃
奉
詔
、

与
高
麗
僧
統
、

遊
錨
塘
」
に

際
し
て
詩
を
以
て
送
る
と
と
を
記
し
て
い
る
。
な
お
義
天
が
参
聞
し
た
仏
印
了
元
（
字
は
覚
老
、
一

O
三
一
ー
一

O
九
八
）
は
、
蘇
輯
の
友
人

さ
ら
に
拭
の
実
弟
蘇
轍
（
一

O
三
九
｜
一
一
一
一
一
〉
は
、
『
華
厳
入
法
界
品
善
財
参
間
変
相
経
』
に
、
仏
印
了
元
や
張
商
英
（
一

内
註
笥
V

O
四
三

l
一
一
二
一
）
と
と
も
に
駿
文
を
書
い
て
い
る
と
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
蘇
拭
・
蘇
轍
の
兄
弟
と
、
宋
代
の
善
財
童
子
歴
参
図
と

で
も
あ
る
。

は
、
浅
か
ら
ぬ
・
因
緩
で
つ
な
が
れ
て
い
て
、
そ
れ
は
楊
傑
を
と
お
し
て
、
義
天
と
も
つ
な
が
っ
て
い
る
乙
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
又
、
蘇

轍
の
蹴
文
に
よ
れ
ば
、
『
華
厳
入
法
界
品
善
財
参
閉
経
』
の
画
者
と
想
像
さ
れ
る
忠
師
と
も
、
義
天
は
交
渉
を
も
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

『
文
集
』
巻
一
九
、
一
「
送
忠
上
人
帰
故
山
」
に
、
鶴
の
如
し
と
う
た
わ
れ
て
い
る
八
四
才
の
忠
上
人
と
は
誰
で
あ
ろ
う
か
。
議
天
と
蘇
賦
兄

弟
を
ふ
く
む
4

『
華
厳
入
法
界
晶
善
財
参
間
変
相
経
』
周
辺
の
人
々
と
の
交
流
を
思
う
と
、
忠
上
人
を
画
者
忠
師
と
同
一
人
物
を
考
え
る
と

と
は
、
仮
定
の
一
つ
と
し
て
は
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
事
実
の
当
否
は
措
く
と
し
て
、
義
天
が
宋
の
歴
参
図
の
グ
ル
ー
プ
と
の
つ
な
が
り

の
広
き
が
、
そ
の
よ
う
な
仮
定
す
ら
思
い
つ
か
せ
る
の
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、

仏
印
了
元
へ
の
参
問
、

楊
傑
と
の
交
誼
に
よ
っ
て
、
宋
に
あ
っ
た
義
天
は
、
蘇
拭
と
通
じ
、
そ
の
蘇
拭
告
と
お
し
て
、

『
華
厳
入
法
界
品
善
財
参
間
変
相
経
』
の
肢
文
の
グ
ル
ー
プ
、
す
な
わ
ち
蘇
轍
、
張
商
英
、
仏
印
了
元
、
さ
ら
に
は
よ
り
間
接
的
な
関
係
と

な
る
が
、
駿
文
に
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
黄
庭
堅
（
一

O
四
五
｜
一
一

O
五
）
、
華
厳
変
相
を
描
い
た
と
い
う
画
家
李
公
麟
（
一

O
四
九

l
y
或

は
忠
師
な
ど
と
も
接
触
の
可
能
性
を
も
っ
と
と
が
わ
か
る
。

ζ

と
に
張
商
英
は
、
仏
国
禅
師
の
『
文
殊
指
南
図
讃
』
序
文
の
撰
者
で
も
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
義
天
が
樋
傑
と
交
し
た
友
誼
は
、
単
に
ニ
者
の
聞
に
お
け
る
友
誼
と
い
う
面
だ
け
で
な
く
、
善
財
童
子

広
福
護
国
禅
寺
蔵
善
財
童
子
歴
参
図

二
四
三



広
福
護
国
禅
寺
蔵
善
財
童
子
歴
参
図

二
四
四

歴
参
図
を
媒
介
と
し
た
、
文
人
を
ふ
く
む
か
な
り
高
度
の
仏
教
文
化
グ
ル
ー
プ
と
の
接
触
を
意
味
す
る
。
宋
代
の
現
存
す
る
善
財
童
子
歴

参
図
で
あ
る
『
華
厳
入
法
界
品
善
財
参
間
変
相
経
』
、

『
文
殊
指
南
図
讃
』
の
制
作
者
た
ち
と
直
接
・
間
接
に
か
か
わ
り
を
も
っ
て
い
る

こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
義
天
が
、

乙
の
面
で
得
た
も
の
は
ま
こ
と
に
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

元
祐
元
年
（
一
O
八
六
）
五
月
、
義
天
は
帰
麗
す
る
が
、
『
文
集
』
巻
八
、
「
至
本
国
境
上
乞
罪
表
」
に
よ
れ
ば
、
乙
の
と
き
、
祖
師
像
、
仏

舎
利
、
花
厳
教
学
を
は
じ
め
と
す
る
聖
教
三
千
余
巻
と
と
も
に
、
五
十
五
知
識
像
を
将
来
し
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
五
十
五
知
識
像
は
、

善
財
童
子
歴
参
図
に
他
な
ら
ず
、

『
外
集
』
巻
九
、
章
衡
の
記
に
な
る
「
大
宋
杭
州
議
因
院
賢
首
教
蔵
」
に
い
う
善
財
童
子
参
善
知
識
五

十
四
軸
と
は
、
密
接
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
慧
因
院
は
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
当
時
浮
源
が
住
持
し
た
南
山
の
一
院
で
あ
り
、
善

知
識
五
十
四
軸
と
と
も
に
、
華
厳
宗
の
華
究
七
祖
の
像
、
経
函
六
百
余
枚
、
そ
の
ほ
か
経
論
疏
紗
七
千
三
百
余
巻
が
施
入
さ
れ
た
こ
と
が

円

盤

鉛

）

内

陸

釘

）

わ
か
る
。
乙
の
普
知
識
五
十
四
軸
は
、
転
運
便
許
態
、
孫
自
齢
の
施
入
に
な
る
も
の
で
、
そ
の
構
成
は
東
大
寺
の
額
装
本
と
同
じ
く
一
参

を
一
軸
に
仕
立
て
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
義
天
が
帰
麗
の
と
き
の
善
知
識
図
が
、

こ
の
善
知
識
五
十
四
軸
の
影
響
を
受
け
な
か
っ
た

と
は
、
考
え
ら
れ
な
い
。

さ
て
、

以
上
の
よ
う
に
、

義
天
の
入
宋
の
期
間
は
ひ
じ
よ
う
に
短
か
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、

善
財
童
子
歴
参
図
に
関
す
る
か
ぎ
り
で

も
、
楊
傑
と
か
か
わ
る
交
友
圏
や
南
山
慧
因
院
教
職
の
画
軸
ゃ
、
き
わ
め
て
活
溌
な
宋
代
の
造
像
活
動
と
接
触
し
て
い
た
乙
と
が
推
察
さ

れ
る
。
義
天
が
高
麗
に
も
た
ら
し
た
も
の
は
、
『
文
集
』
巻
八
、
「
歪
本
国
境
上
乞
罪
表
」
に
い
う
五
十
五
知
識
像
そ
れ
だ
け
に
限
ら
ず
、

善
財
童
子
歴
参
図
に
つ
い
て
の
深
く
大
き
な
影
響
力
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
乙
と
に
、
そ
の
後
の
高
麗
仏
教
に
お
け
る
華
厳
教
学
の

優
勢
、
或
は
高
麗
仏
教
史
上
に
お
け
る
義
天
の
指
導
力
の
大
き
さ
を
考
慮
に
い
れ
る
と
、
高
麗
時
代
に
お
け
る
善
財
童
子
歴
参
図
の
位
置



は
、
小
さ
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。

李
朝
時
代
に
な
る
と
、
高
麗
時
代
の
崇
仏
の
弊
害
に
た
い
す
る
反
動
か
ら
し
ば
し
ば
排
仏
が
お
こ
な
わ
れ
た
た
め
に
、
高
麗
時
代
に
比
較

す
る
と
、
仏
教
の
教
勢
は
か
な
ら
ず
し
も
ふ
る
わ
な
か
っ
た
が
、
華
厳
教
学
は
禅
と
と
も
に
、
伝
統
を
継
承
し
て
注
目
す
べ
き
事
蹟
を
の

こ
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
、
善
財
童
子
歴
参
図
に
つ
い
て
も
、

そ
の
流
布
を
想
像
せ
し
め
る
事
例
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
一
つ
は

明
宗
（
一
五
四
六
｜
六
六
在
位
）
の
と
き
、
義
国
財
童
子
歴
参
に
つ
い
て
言
及
す
る
事
例
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

高
橋
亨
に
よ
れ
ば
、
明
宗

は
と
く
に
華
厳
経
を
崇
信
し
、

こ
と
で
純
一
問
。
そ
の
こ
は
、
有
名
な
松
雲
大
師
惟
政
（
一
五
四
四
｜
一
六
一

O
）
の
『
澗
撰
集
』
巻
六
、
華
厳
経
践
に
、
五
十
三
善
知
識

円註

mv

の
示
す
と
こ
ろ
は
査
し
此
を
示
す
、
と
述
べ
て
華
厳
経
の
妙
力
を
善
知
識
の
所
説
に
み
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
て
こ
と
も
、
明
確

後
肢
に
、

五
十
三
善
知
識
讃
頓
に
、

善
財
の
師
を
尋
ね
法
を
求
む
る
の
高
艇
を
見
る
、

と
記
し
て
い
る

に
善
知
識
の
図
脊
在
を
さ
し
だ
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
義
天
の
将
来
画
図
が
か
つ
て
存
在
し
た
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、
そ
し
て
「
入
法

界
品
」
と
称
せ
ず
あ
え
て
い
づ
れ
も
五
十
三
善
知
識
と
称
し
て
い
る
こ
と
と
考
え
れ
ば
、
一
言
及
は
画
図
の
存
在
を
当
然
想
像
せ
し
め
る
。

そ
う
し
た
事
例
に
お
け
る
回
図
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
も
と
よ
り
想
像
す
る
資
料
に
欠
け
る
が
、
本
稿
の
主
題
で
あ
る
広
福
護
国
禅
寺
本

の
存
在
は
、
逆
に
画
図
の
存
在
に
つ
い
て
の
、
想
像
を
事
実
た
ら
し
め
て
い
る
と
い
う
点
で
貴
重
で
あ
る
。
李
朝
時
代
、
善
財
童
子
歴
参

図
は
、
仏
教
絵
画
の
な
か
で
、

た
し
か
に
一
つ
の
位
置
を
し
め
て
い
た
と
い
え
る
。
さ
ら
に
高
橋
亨
に
よ
れ
ば
、
李
朝
の
禅
僧
秋
波
弘
宥

（
一
七
一
八

l
一
七
七
四
）
は
、
そ
の
師
龍
揮
髄
冠
に
励
ま
さ
れ
て
、
善
財
童
子
の
五
十
三
善
知
識
に
参
見
に
倣
っ
て
雲
水
歴
参
を
す
す

（
詮
羽
）

め
ら
れ
た
と
い
う
が
、
こ
の
こ
と
は
李
朝
時
代
後
期
に
お
け
る
善
財
童
子
歴
参
と
い
う
観
念
も
し
く
は
画
図
の
、
広
範
な
流
布
を
暗
示
し

て
い
る
。
高
橋
亨
は
ま
た
、
嘉
慶
十
年
（
一
八
O
五
）
銘
の
梁
山
通
度
寺
普
光
殿
に
あ
る
紺
紙
金
泥
華
厳
量
茶
羅
に
つ
い
て
、
昭
和
四
年

広
福
護
国
禅
寺
蔵
善
財
章
子
歴
参
図

二
四
五



広
福
護
国
禅
寺
蔵
善
財
童
子
歴
参
図

ニ
四
六

内
陸
担
）

春
、
権
田
雷
斧
の
知
見
に
依
拠
し
て
論
及
し
て
い
る
。
中
に
毘
慶
遮
那
仏
を
描
き
、
下
方
に
金
剛
蔵
菩
薩
と
千
手
観
音
像
と
の
聞
に
、
五

品
、
十
信
、
十
住
、
十
行
、
十
廻
向
、
十
地
、
等
覚
、
妙
覚
の
八
位
を
描
い
て
い
る
と
い
う
。
こ
ζ

に
い
う
十
信
か
ら
十
地
に
い
た
る
五

参
図
で
は
、

位
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
唐
の
宗
密
（
七
八

O
｜
八
四
一
）
の
『
華
普
経
行
願
品
別
行
疏
紗
』
第
三
に
よ
っ
て
、
善
財
童
子
歴

門
能
沼
）

た
と
え
ば
東
大
寺
の
紙
本
著
色
華
善
五
十
五
所
絵
の
画
讃
に
も
も
ち
い
ら
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
乙
の
華
厳
量
奈
羅
に
、

部
分
的
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
善
財
童
子
歴
参
図
が
主
題
と
し
て
も
描
か
れ
て
い
る
乙
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

、＝～、

B
U
V

』
』
《

ζ

の
嘉
慶
十
年
（
一
八
O
五
）
の
華
厳
憂
奈
羅
図
の
図
容
に
つ
い
て
知
る
手
掛
り
を
も
た
な
い
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
明
時
代

に
は
東
大
寺
の
大
方
広
仏
華
厳
会
仏
菩
薩
図
の
よ
う
な
永
楽
十
年
（
一
四
二
ニ
）
版
の
朱
刷
の
特
色
あ
る
量
奈
羅
図
の
如
き
も
あ
り
、
わ

が
固
に
も
高
山
寺
の
華
善
海
会
諸
聖
豪
図
の
如
き
も
あ
り
、
華
善
経
変
相
図
は
、
唐
代
以
来
の
七
処
九
会
図
、
宋
代
に
盛
行
を
み
た
善
財

童
子
歴
参
図
の
伝
統
あ
る
変
相
図
に
く
わ
え
、
図
像
が
多
様
佑
の
傾
向
を
し
め
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
多
様
化
し
た
華
厳
経
変
相

の
別
の
一
例
と
し
て
、

華
厳
海
会
畏
奈
羅
図
が
あ
る
。

華
厳
海
会
量
茶
羅
図
は
、

善
財
童
子
歴
参
図
を
量
茶
羅
と
し
て
構
成
し
た
も
の

で
、
わ
が
国
に
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
三
種
四
幅
の
耐
像
が
伝
存
し
て
い
る
。
そ
の
第
一
種
は
、
東
大
寺
の
も
と
性
海
寺
に
施
入
さ
れ
て

い
た
永
仁
二
年
（
一
二
九
四
）
本
、

そ
の
模
本
で
あ
る
園
城
寺
法
明
院
本
、

第
二
は
、
『
文
殊
指
南
図
讃
』
の
直
接
の
影
響
を
P

つ
け
た
久

米
国
寺
本
、
そ
の
三
は
、
普
一
国
師
志
玉
（
一
三
七
四

l
一
四
四
九
）
の
将
来
と
考
え
ら
れ
る
東
大
寺
の
明
画
本
で
あ
る
。
乙
の
華
厳
海

〔
岱
幻
）

会
憂
茶
羅
図
が
わ
が
国
で
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
石
田
尚
豊
の
研
究
に
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
高
山
寺
明
恵
上
人
の
発
願

（註
Mm｝

『
高
山
寺
明
恵
上
人
行
状
』
巻
中
に
い
う
よ
う
に
、

に
よ
る
。
そ
の
最
初
の
紙
形
は
、

建
久
年
間
（
一
一
九
O
｜
二
九
九
）
明
恵
自
ら

が
書
写
し
た
善
知
識
紙
形
に
よ
っ
て
い
る
。
こ
の
紙
形
は
唐
木
に
よ
る
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
が
、
そ
の
唐
本
と
い
う
の
は
、
狭
義
に
は
宋



本
を
意
味
す
る
と
し
て
も
、
義
相
・
元
暁
絵
の
伝
存
が
し
め
す
明
恵
の
朝
鮮
の
華
厳
学
へ
の
理
解
と
接
近
、
ま
た
乙
の
適
度
寺
華
厳
憂
茶

羅
図
の
よ
う
な
墨
茶
羅
の
存
在
、

さ
ら
に
義
天
以
来
の
朝
鮮
に
お
け
る
善
知
識
図
の
流
布
を
考
慮
す
る
と
、
唐
本
と
い
う
の
は
、
実
際
は

高
麗
本
を
ふ
く
む
と
、
考
え
た
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
通
度
寺
華
厳
憂
茶
羅
を
ふ
く
め
て
、

現
存
す
る
朝
鮮
の
華
厳
経
変
相
図
は
す
く
な
く
、

熊
谷
宣
夫
に
よ
れ
ば
、

至
正
一

O
年

（
一
三
五

O
）
の
親
王
院
華
厳
経
変
相
図
（
伝
、
釈
迦
説
相
図
）
や
知
思
院
華
厳
経
変
相
図
が
挙
げ
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
も
ま
た
、

《
註
お
｝

図
像
と
制
作
地
に
疑
義
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
将
来
の
研
究
が
期
待
さ
れ
る
華
厳
経
見
返
絵
に
つ
い
て
も
、
守
屋
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
数
点
が
知
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
広
福
護
国
禅
寺
本
は
、

そ
の
意
味
で
も
、
存
在
そ
の
も
の
に
意
義
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

さ
て
、
以
上
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
広
福
護
国
禅
寺
の
善
財
童
子
図
の
存
在
に
よ
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
高
麗
の
義
天
か
ら
李
朝
時
代
に

い
た
る
善
財
童
子
歴
参
図
の
流
布
を
再
見
し
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
朝
鮮
に
お
け
る
善
財
童
子
歴
参
図
の
、
義
天
以
来
の
伝
統
が
、
わ
ず

か
な
事
例
と
は
い
え
、

た
し
か
に
継
承
さ
れ
て
い
る
の
を
知
っ
た
。
そ
れ
は
換
言
す
れ
ば
、
義
天
の
時
に
、
宋
か
ら
受
容
し
形
成
さ
れ
た

も
の
が
、
高
麗
時
代
の
仏
教
美
術
に
確
固
と
し
た
地
位
を
し
め
て
い
た
と
と
を
想
像
せ
し
め
る
。
そ
の
状
況
は
、
明
恵
あ
る
い
は
東
大
寺

に
お
け
る
鎌
倉
時
代
の
唐
本
の
受
容
が
、

そ
の
後
の
わ
が
国
の
善
財
童
子
歴
参
図
の
継
承
に
与
え
た
影
響
と
似
て
い
る
。
さ
ら
に
乙
の
唐

本
の
受
容
と
継
承
に
、
高
麗
或
は
李
朝
代
の
歴
参
図
の
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
広
福
護
国
寺
本
の
帯
在
は
、
そ

う
し
た
新
ら
し
い
問
題
を
、
具
体
的
に
提
起
し
た
も
の
と
い
え
る
。

し
か
し
、
高
麗
お
よ
び
李
朝
時
代
に
お
け
る
華
厳
経
変
相
、
或
は
善
財
童
子
歴
参
図
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
未
解
明
の
こ
と
が
多
い
。

広
福
護
国
禅
寺
蔵
善
財
童
子
歴
参
図

二
四
七



広
福
護
国
禅
寺
蔵
善
財
童
子
歴
参
図

二
四
八

今
後
は
、
そ
の
解
明
と
と
も
に
、
わ
が
国
中
世
の
善
財
童
子
歴
参
図
の
展
開
と
流
布
の
解
明
は
、
単
に
中
国
の
み
な
ら
ず
、
高
麗
や
李
朝

の
事
例
と
関
連
づ
け
て
考
察
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
ろ
う
。
よ
り
一
般
的
に
い
え
ば
、
わ
が
国
の
中
世
美
術
に
お
け
る
唐
本
と
は
何
か
。

註

相
見
番
雨
「
新
出
現
の
宋
拓
華
厳
入
法
界
品
善
財
参
関
変
相
経
に
つ
い
て
」
上
・
下
（
『
大
和
文
撃
』
一
五
・
二
ハ
号
）
昭
和
二
九
年

梅
津
次
郎
「
東
大
寺
本
善
財
章
子
絵
巻
私
考
」
（
『
大
和
文
章
』
二
九
号
（
昭
和
三
四
年
）
、
『
絵
巻
物
叢
考
』
所
収
、
昭
和
四
三
年
中
央
公

論
美
術
出
版
）

梅
津
次
郎
、
前
掲
論
文

熊
谷
宣
夫
「
朝
鮮
仏
画
徴
」
（
『
朝
鮮
学
報
』
四
四
穏
）
昭
和
四
二
年

た
だ
し
、
絹
本
着
色
香
象
大
師
像
が
高
麗
仏
画
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
充
分
に
検
討
を
要
す
る
。

『
奈
良
六
大
寺
大
観
』
第
一
一
巻
・
東
大
寺
三
、
香
象
大
姉
像
の
項
。
昭
和
四
七
年
岩
波
書
店

（註
4
）
杉
箱
蓋
表
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
墨
書
し
て
い
る
、

「

唐

函

観

音

像

嚢

幅

善

財

童

子

像

唐

画

室

幅

龍

頭

観

音

像

童

幅

」

ま
た
箱
底
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
墨
書
し
て
い
る
、

「
蓬
築
山
康
福
護
国
潤
寺
什
具

現
住
一
郷
明
量
誌
駕
」

安
永
八
年
巳
亥
六
月
穀
E

箱
書
に
い
う
唐
画
観
音
像
は
、
絹
本
淡
彩
、
竪
一
一
四
・
三
、
横
六
三
・
七
糎
。
李
朝
の
仏
画
で
あ
る
。
龍
頭
観
点
目
像
は
、
と
の
箱
に
は
い

ま
は
収
め
ら
れ
て
は
い
な
い
。

『
八
十
華
厳
経
』
巻
六
五
、
入
法
界
品
六
（
『
大
正
蔵
経
』
巻
一

O
の
三
四
九
）

「
善
財
童
子
、
（
中
略
）
漸
次
遊
行
、
至
三
限
園
、
於
城
邑
緊
落
村
隣
市
障
、
川
原
山
谷
一
切
諸
処
、
周
遍
求
覚
善
見
比
丘
、
見
在
林
中
、
経

（註
1

）

（註
2

）

（註
3
）

（註
5
）



行
往
返
、
壮
年
美
貌
、
端
正
可
喜
、
其
髪
紺
育
、
右
旋
不
飢
、
頂
有
肉
髪
、
皮
膚
金
色
、
頚
文
三
道
、
額
康
平
正
、
限
目
修
康
、
如
青
蓮
華
、

唇
口
丹
潔
、
如
頻
婆
果
、
胸
擦
百
字
、
七
処
平
満
、
其
管
繊
長
、
其
指
絹
綬
、
手
足
掌
中
、
有
金
闘
輪
、
其
身
浄
妙
、
如
浄
居
天
、
上
下
端

直
、
如
尼
拘
陀
樹
、
諸
相
随
好
、
悉
皆
円
満
」

『
六
十
華
厳
経
』
巻
四
八
、
入
法
界
品
五
（
『
大
正
蛾
経
』
巻
九
の
七
O
一ニ）

『
八
十
華
厳
経
』
で
い
う
三
限
国
を
、
『
六
十
華
厳
経
』
で
救
度
国
と
称
す
る
ほ
か
に
、
経
文
に
大
き
な
違
い
は
な
い
。
し
か
し
、
善
見
比
丘

を
三
限
に
表
現
し
て
い
る
点
、
本
図
が
『
八
十
華
厳
経
』
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
が
暗
示
さ
れ
る
。
善
見
比
丘
を
三
限
に
表
現
す
る
も
の
に
は
、

「
文
殊
指
南
図
讃
」
が
あ
る
。

（註
6
）
『
八
十
華
厳
経
』
巻
六
四
、
入
法
界
品
五
（
『
大
正
蔵
経
』
巻
一

O
の
三
四
六
）

「
善
財
童
子
、
（
中
略
）
漸
次
遊
行
、
至
伊
沙
那
衆
落
、
見
彼
勝
熱
修
諸
苦
行
、
求
一
切
智
、
図
面
火
索
、
猶
如
大
山
、
中
有
万
山
、
高
峻
無

極
、
登
彼
山
上
、
投
身
入
火
、
（
中
略
）
善
財
章
子
、
卸
登
万
山
、
自
投
火
緊
、
・
禾
至
中
間
、
郎
得
菩
薩
善
住
三
昧
、
緩
鏑
火
焔
」

『
六
十
華
厳
経
』
巻
四
七
、
入
法
界
品
四
（
『
大
正
蔵
経
』
巻
九
の
七
O
O）

『
八
十
華
厳
経
』
で
い
う
伊
沙
那
緊
落
の
勝
熱
波
羅
門
が
『
六
十
華
厳
経
』
で
は
進
求
国
の
方
便
命
波
羅
門
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
は
、
経
文
に

大
き
な
違
い
は
な
い
。

（註
7
）
『
八
十
華
厳
経
』
巻
六
五
、
入
法
界
品
六
（
『
大
正
蔵
経
』
巻
－

O
の
三
四
八
）

「
善
財
童
子
、
（
中
略
）
漸
次
南
行
、
行
師
子
奮
迅
城
、
周
遍
推
求
慈
行
童
女
、
聞
此
童
女
是
師
子
鐘
王
女
、
五
百
童
子
、
以
為
侍
後
、
住
昆

底
遮
那
磁
殿
、
於
龍
勝
栴
檀
足
金
線
網
天
衣
座
上
、
而
説
妙
法
、
善
財
閥
己
、
詣
王
宮
門
、
求
見
彼
女
、
見
無
量
衆
、
来
入
宮
中
」

『
六
十
華
厳
経
』
巻
四
八
、
入
法
界
品
五
（
『
大
正
蔵
経
』
巻
九
の
七
O
二）

『
八
十
華
厳
経
』
で
い
う
慈
行
童
女
が
、
『
六
十
撃
厳
経
』
で
は
粛
正
タ
羅
女
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
は
、
経
文
に
大
き
な
途
い
は
な
い
。

（註
8
）

前
掲
註
5

・6
・7

（註
9

）

芳
外
生
「
華
厳
五
十
五
所
図
解
（
大
倉
集
古
館
蔵
と
（
『
国
華
』
三
七
六
号
）
大
正
一

O
年

根
津
美
術
館
編
『
青
山
荘
清
賞
仏
画
篇
』
昭
和
一
八
年
根
津
美
術
館

田
中
一
松
「
額
装
本
華
厳
五
十
五
所
絵
に
つ
い
て
」
（
「
美
術
研
究
』
一
七
三
号
）
昭
和
二
九
年

梅
津
次
郎
「
華
厳
五
十
五
所
絵
」
（
『
秘
宝
』
第
四
巻
「
東
大
寺
」
上
）
昭
和
四
四
年
講
談
社

広
福
護
国
禅
寺
蔵
善
財
童
子
暦
参
図

二
四
九



広
福
護
国
禅
寺
蔵
善
財
童
子
歴
参
図

二
五
O

（註
M
）

『
奈
良
六
大
寺
大
観
』
第
一
一
巻
・
東
大
寺
三
・
華
厳
五
十
五
所
絵
の
項
。
昭
和
四
七
年
岩
波
書
店

額
装
本
華
厳
五
十
五
所
絵
の
図
像
学
上
の
系
譜
は
わ
か
ら
な
い
。
善
知
識
の
尊
名
に
つ
い
て
も
、
『
六
十
華
厳
経
』
に
よ
る
も
の
も
あ
れ
ば
、

『
八
十
華
厳
経
』
に
よ
る
も
の
も
あ
り
、
画
風
に
つ
い
て
も
二
種
以
上
の
画
風
が
共
容
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
全
体
と
し
て
古
様
の
画
態
を
も

っ
て
い
て
、
そ
の
源
流
が
唐
の
影
響
下
に
あ
っ
た
奈
良
時
代
に
あ
る
と
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

小
野
玄
妙
「
東
大
寺
所
蔵
華
厳
変
相
（
善
財
童
子
絵
巻
）
致
」
（
『
傍
教
之
美
術
及
歴
史
』
所
収
）
大
正
五
年
仏
書
研
究
会

田
中
一
松
「
華
厳
五
十
五
処
絵
巻
」
〈
『
日
本
絵
巻
物
集
成
』
第
一
巻
）
昭
和
四
年
雄
山
閣

梅
晶
伸
次
郎
「
善
財
章
子
絵
巻
残
欠
（
原
邦
造
氏
蔵
）
」
（
『
美
術
研
究
』
一
二
二
号
）
昭
和
一
七
年

梅
樟
次
郎
「
東
大
寺
本
善
財
童
子
絵
巻
私
考
」
（
註
1
参
照
）

『
奈
良
六
大
寺
大
観
』
第
一
一
巻
、
東
大
寺
三
、
華
厳
五
十
五
所
絵
巻
（
善
財
章
子
絵
巻
）
の
項
。
昭
和
四
七
年
岩
波
書
店

北
宋
楊
傑
の
「
大
方
広
仏
翠
厳
経
入
法
界
讃
」
を
、
画
讃
に
も
ち
い
て
い
る
点
は
、
絵
巻
本
の
成
立
に
宋
本
も
し
く
は
影
響
が
あ
っ
た
乙
と
を

示
唆
し
て
い
る
。
『
奈
良
六
大
寺
大
観
』
は
、
楊
傑
の
画
讃
は
高
麗
僧
義
天
に
与
え
ら
れ
た
と
い
う
可
飽
性
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
た
し

か
に
揚
傑
の
画
讃
は
、
い
ま
は
義
天
編
『
円
宗
文
類
』
（
『
大
日
本
続
蔵
経
』
一
輯
ニ
編
八
｜
五
）
に
の
み
収
録
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
ま

た
梅
津
次
郎
「
東
大
寺
本
善
財
童
子
絵
巻
私
考
」
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
絵
巻
本
の
画
風
に
高
麗
絵
画
の
影
響
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
絵
巻
本
の

源
流
は
、
高
麗
本
（
た
と
え
そ
の
源
流
は
宋
に
あ
っ
た
と
し
て
も
）
に
あ
る
と
と
も
考
え
ら
れ
う
る
。

（
註
四
）

石
田
尚
蛍
「
尊
厳
海
会
善
知
識
憂
茶
羅
図
」
（
『
ミ
ュ

l
p
ア
ム
』
一
五
五
号
）
昭
和
三
九
年

石
田
尚
豊
「
明
恵
上
人
を
め
ぐ
る
華
厳
変
相
図
」
（
『
国
華
』
八
七
九
号
』
）
昭
和
四
O
年

『
秘
宝
・
圏
域
寺
』
昭
和
四
六
年
講
談
社

石
田
尚
豊
は
、
旧
性
海
寺
本
の
図
像
が
北
宋
仏
国
禅
師
「
文
殊
指
南
図
讃
」
と
底
流
に
お
い
て
共
通
す
る
と
と
、

羅
図
は
、
と
く
に
高
山
寺
明
恵
上
人
の
推
進
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
と
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

平
田
寛
「
久
米
田
寺
の
華
厳
教
学
関
係
の
仏
画
」
（
『
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報
』
一
九
七
O
）
昭
和
四
五
年

久
米
国
寺
は
鎌
倉
時
代
後
期
か
ら
、
東
大
寺
戒
壇
院
と
ふ
か
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
久
米
田
寺
本
の
脊
在
は
、
東
大
寺
戒
壇
院
本
の
寄
在
を

暗
示
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
戒
壇
院
に
「
文
殊
指
南
図
讃
」
が
伝
容
し
て
い
た
と
と
は
、
戒
壇
院
の
凝
然
（
一
二
四

O
l
－
－
ニ
一
一
一
）
自
ら

が
『
花
厳
宗
経
論
章
疏
目
録
』
（
『
大
日
本
仏
教
金
書
』
第
一
巻
所
収
）
に
録
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。

わ
が
国
の
善
知
識
隻
茶

（註
U
）



相
見
香
雨
「
新
出
現
の
宋
拓
華
厳
入
法
界
品
善
財
参
問
変
相
経
に
つ
い
て
」
（
『
大
和
文
華
』
一
五
・
二
ハ
号
）
昭
和
二
九
年

梅
津
次
郎
「
華
厳
入
法
界
品
善
財
参
間
変
相
経
及
解
題
」
（
『
大
和
文
化
研
究
』
三
一
号
）
昭
和
三
五
年
（
『
絵
巻
物
叢
考
』
所
収
、
昭
和
四

三
年
中
央
公
論
美
術
出
版
）

善
財
張
子
歴
参
図
の
う
ち
第
二
七
調
粋
窓
抵
羅
居
士
ま
で
の
前
半
部
が
羽
海
し
て
い
る
。
乙
の
本
に
つ
い
て
は
、
建
長
三
年
（
一
二
五
一
）
心

海
写
本
「
五
相
知
識
領
」
（
『
大
日
本
続
蔵
経
』
一
の
九
五
の
五
）
が
序
文
と
領
と
を
伝
え
て
い
て
、
乙
と
に
そ
の
り
本
巻
末
に
紹
聖
四
年
（
一

O
九
七
）
張
商
英
、
紹
聖
三
年
の
蘇
拭
お
よ
び
仏
印
了
元
の
抜
文
が
あ
り
、
制
作
事
情
や
周
辺
の
事
情
に
つ
い
て
興
味
ぷ
か
い
内
容
が
わ
か

る
。
わ
が
国
へ
の
伝
来
に
つ
い
て
は
、
心
海
写
本
の
存
在
が
語
る
と
お
り
で
あ
る
が
、
乙
の
本
に
よ
っ
た
絵
画
は
未
だ
紹
介
さ
れ
て
い
な
U
。

（註
M
）
『
奈
良
六
大
寺
大
観
』
第
一
一
巻
、
東
大
寺
三
、
華
厳
海
会
善
社
識
憂
茶
羅
の
項
。
昭
和
四
七
年
岩
波
書
店

い
ま
も
鮮
や
か
な
色
彩
を
の
乙
す
本
図
は
、
戒
壇
院
伝
来
品
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
応
永
二
八
年
（
一
凶
二
－
）
明
か
ら
帰
朝
し
た

戒
壇
院
の
普
一
国
師
志
玉
（
一
三
七
四
｜
一
四
四
九
）
の
将
来
品
と
考
え
る
乙
と
は
で
き
る
、
と
思
う
。

（
註
日
）
松
本
栄
一
『
蛾
燈
画
の
研
究
』
図
像
篇
一
九
三
頁
。
昭
和
一
二
年
東
方
文
化
学
，
院
東
京
研
究
所

（
註
お
）
京
都
国
立
博
物
館
編
『
守
屋
孝
蔵
氏
蒐
集
・
古
経
図
録
』
昭
和
三
九
年
京
都
国
立
博
物
館

（
設
口
）
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
編
『
東
大
寺
絵
画
調
査
目
録
』
昭
和
四
六
年
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

朱
刷
の
木
版
で
あ
る
。
永
楽
一
三
年
（
）
四
一
五
）
印
施
と
み
え
る
。
本
図
も
ま
た
、
永
楽
一
五
年
（
一
四
一
七
）
入
明
し
た
普
一
国
師
志

玉
の
将
来
日
間
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
。
前
掲
註
H
参
照
。

（
註
四
）
嘉
靖
年
間
（
一
五
二
二
｜
一
五
六
六
）
は
、
李
朝
の
中
宗
（
一
五
O
六
J
一
五
三
九
在
位
）
治
世
の
後
期
と
、
明
宗
ご
五
四
六
l
一
五
六

六
在
位
）
の
治
世
の
全
部
を
し
め
る
お
よ
そ
半
世
紀
の
長
き
で
あ
る
。
乙
の
閥
、
中
宗
の
崇
仏
に
よ
り
造
寺
造
仏
は
ふ
た
た
び
盛
ん
に
な
り
、

伝
世
す
る
仏
爾
の
数
は
す
く
な
く
な
い
。
熊
谷
宣
夫
の
「
朝
鮮
仏
画
徴
」
（
『
朝
鮮
学
報
』
四
四
輯
、
昭
和
四
四
年
）
お
よ
び
「
朝
鮮
仏
画
資

料
拾
遺
」
（
『
仏
教
芸
術
』
八
三
号
、
昭
和
四
七
年
）
に
収
録
す
る
、
嘉
靖
年
の
在
銘
仏
画
は
十
二
件
を
数
え
る
。
そ
れ
ら
の
仏
画
は
、
き
わ
め
て

個
性
の
顕
著
な
李
朝
仏
画
の
特
色
を
備
え
て
い
る
。
広
福
護
国
禅
寺
本
の
場
合
、
未
だ
そ
う
し
た
画
癖
に
は
お
ち
い
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
一

方
、
函
態
の
比
較
的
に
ち
か
い
作
品
を
例
に
と
っ
て
も
高
麗
時
代
末
期
の
皇
援
元
年
（
一
三
一
二
）
の
大
恩
寺
王
宮
畏
茶
羅
図
ゃ
、
至
正
一

O

年
（
一
三
五
O
）
の
親
王
隣
諸
中
厳
経
変
相
図
（
旧
称
、
釈
迦
説
相
図
）
の
級
密
さ
に
と
お
く
、
形
式
化
し
た
描
写
の
平
板
さ
が
自
に
つ
く
。

ま
た
、
樹
石
水
流
の
表
現
に
つ
い
て
は
、
浅
草
寺
北
極
紫
微
宮
図
や
小
倉
文
化
財
団
山
水
図
の
画
家
と
し
て
知
ら
れ
る
萎
希
顔
（
一
四
一
九
l

｛
註
日
）

広
福
護
国
禅
寺
蔵
善
財
童
子
歴
参
図

二
五



広
福
護
国
禅
寺
蔵
善
財
童
子
歴
参
図

二
五
二

一
四
六
四
）
流
の
画
法
が
、
形
式
的
に
踏
襲
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
と
の
点
は
後
考
に
侯
ち
た
い
。

（
註
臼
）
平
田
寛
「
対
馬
・
壱
般
の
絵
画
」
（
『
仏
教
芸
術
』
九
五
号
）
昭
和
四
九
年

（
註
却
）
「
悌
浬
架
像
来
由
略
記
（
上
略
）
文
禄
元
年
壬
辰
、
大
閤
殿
下
豊
臣
公
、
有
事
於
朝
鮮
、
故
杵
嶋
太
守
家
信
公
、
亦
帥
圏
中
之
軍
卒
後
之
、

而
大
敗
朝
鮮
之
師
、
持
帰
、
慮
船
底
空
虚
而
有
覆
敗
之
恐
、
取
此
像
（
浬
架
図
）
及
石
像
賓
頭
底
碑
石
等
載
之
、
及
帰
納
之
干
蓬
山
（
広
福
護

国
蹄
寺
）
也
（
下
略
と
と
み
え
る
。
乙
の
た
め
、
家
信
寄
進
の
浬
製
図
は
、
か
つ
て
朝
鮮
画
と
誤
伝
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
文
中
に
は
浬
柴

図
が
朝
鮮
画
で
あ
る
ζ

と
を
示
唆
す
る
内
容
は
語
ら
れ
て
い
な
い
。

（
註
出
品
）
前
掲
註
4

（
註
沼
）
堀
池
春
峰
「
高
麗
版
輸
入
の
一
様
相
と
観
世
音
寺
」
（
『
古
代
学
』
六
ノ
ニ
）
昭
和
三
二
年

『
奈
良
六
大
寺
大
観
』
第
一
｝
巻
、
東
大
寺
三
、
高
麗
版
華
厳
経
随
疏
演
義
紗
の
項
。
昭
和
四
七
年
岩
波
書
店

〈
註
お
）
前
掲
詮
1

（
註
鎚
）
『
仏
祖
統
記
』
巻
一
四
、
『
仏
祖
歴
代
通
載
』
巻
一
九
、
『
釈
氏
稽
古
略
』
巻
四
（
い
ず
れ
も
『
大
正
蔵
経
』
巻
四
九
に
所
収
）
そ
の
他
。
ま

た
碑
伝
な
ど
を
参
照
し
て
義
天
の
行
状
を
略
記
し
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
、

忽
滑
谷
快
天
『
朝
鮮
禅
教
史
』
昭
和
五
年
春
秋
社

前
掲
註
日

字
は
敏
修
。
慶
暦
（
一

O
四
一
｜
一

O
四
八
）
の
進
士
、
一
克
豊
（
一

O
七
八
J
一
O
八
五
）
中
、
両
新
転
運
副
史
と
な
る
。

孫
錫
、
字
は
昌
齢
の
と
と
か
。
天
聖
（
一

O
二
三
｜
一

O
三
二
）
の
進
士
。
清
の
孫
昌
齢
（
字
は
念
勧
）
と
は
あ
き
ら
か
に
別
人
。

高
橋
亨
『
李
朝
仏
教
』
三
三
九
頁
。
昭
和
四
年
宝
文
館

前
掲
書
四
三
八
頁
。

前
掲
書
七
二
七
頁
。

前
掲
番
一

O
六
一
一
良
。

前
掲
註
M

前
掲
註
日

高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
編
『
明
恵
上
人
資
料
第
一
』
所
収
。
昭
和
四
六
年

（
註
お
）

（註
mm）

（
註
幻
）

（
註
お
）

（註
mm）

（註

ω）

（
註
氾
）

（
註
招
）

（
註
お
）

（
註
鈍
）

東
京
大
学
出
版
会



「
（
上
略
）
図
絵
善
知
識
憂
茶
羅
、
先
年
建
久
比
於
或
所
、
上
人
自
駿
篤
取
普
知
識
紙
形
、
不
及
図
面
、
送
数
年
（
中
画
）
建
仁
元
年
十
一
月
初
、

奉
図
篤
善
知
識
唐
本
（
下
略
〉
）

明
恵
の
『
善
財
善
知
識
念
講
次
第
』
が
建
仁
二
年
（
一
二

O
ニ
）
九
月
に
撰
せ
ら
れ
て
い
る
と
と
も
、
お
そ
ら
く
乙
の
善
知
識
憂
茶
羅
の
図

絵
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
註
お
）
前
掲
註
3

（
附
記
）

本
稿
所
載
の
掃
図
3
の
写
真
は
、
梅
津
次
郎
氏
の
好
意
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

広
福
護
国
禅
寺
蔵
善
財
童
子
歴
参
図

二
五
三




